
文芸コーナー

市政の窓
★のさか図書館の閉館時間が変わります
　６月から、のさか図書館の閉館時間は
19時となります。日曜・祝日は従来通り
17時です。ご注意ください。
★読書グループをつくりませんか
　本を読み終わった後の感想を「一人」
ではなく、「仲間」と分かち合ってみませ
んか。
　県立図書館では読書グループのために、
同タイトル10冊を１セットとして、全部
で627タイトルを用意しています。本屋
大賞受賞作の「村上海賊の娘」（2014年）、
「鹿の王」（2015年）なども、八日市場図
書館を通して借りることができます。
★予約サービスをご利用ください
　お探しの本が市の図書館にない場合、
他自治体の図書館から取り寄せることが
できます。県内図書館の所蔵は、県立図
書館の横断検索から調べられます。詳し
くはお問い合わせください。

 今月のイベント
★おはなし会
日時…毎週土曜日　14時～約30分間
会場…八日市場図書館
問八日市場図書館☎73－3746（17時まで）
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木
々
の
緑
が
少
し
ず

つ
色
濃
く
な
り
、
新
緑

か
ら
深
緑
へ
と
季
節
が

移
ろ
う
こ
の
時
期
は
、

多
く
の
団
体
な
ど
で
の

「
総
会
シ
ー
ズ
ン
」
で
も
あ
り

ま
す
。
私
も
連
日
の
よ
う
に

出
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
さ
ん

と
直
接
意
見
を
交
わ
す
機
会

を
得
て
、
市
政
を
進
め
る
上

で
は
大
変
参
考
に
な
り
、
プ

ラ
ス
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
広
報
そ
う
さ
５
月
号

に
折
り
込
み
ま
し
た
「
市
長
へ

の
手
紙
」
か
ら
も
、
こ
れ
ま
で

多
数
の
ご
意
見
・
ご
要
望
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
民

一
人
ひ
と
り
の
声
に
真
摯
に

耳
を
傾
け
、
明
る
く
住
み
よ

い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
反
映
さ

せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

先
月
中
旬
、
二
つ
の
会
見
が

大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
一

つ
は
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト

競
技
の
浅
田
真
央
選
手
の
現
役

復
帰
会
見
で
す
。「
ハ
ー
フ
・

ハ
ー
フ
」
の
名
言
を
残
し
て
休

養
し
て
い
た
こ
の
１
年
余
り
、

日
本
の
女
子
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス

ケ
ー
ト
の
成
績
は
、
羽
生
結
弦

選
手
を
は
じ
め
と
し
た
男
子
勢

に
は
及
ば
な
か
っ
た
感
が
あ
り
、

復
帰
後
の
活
躍
を
大
い
に
期
待

す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
、
橋

下
徹
大
阪
市
長
の
政
界
引
退
会

見
で
す
。「
大
阪
都
構
想
」
の

賛
否
を
問
う
住
民
投
票
の
結
果

を
受
け
て
の
こ
と
で
、
関
心
が

高
か
っ
た
故
に
、
そ
の
出
処
進

退
は
、
世
間
の
注
目
を
浴
び
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
現
役
続
行
」
と
「
引
退
」。

対
照
的
な
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
が
、

ス
ポ
ー
ツ
と
政
治
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
を
け
ん
引
し
て
き
た
だ
け

に
、
２
人
が
下
し
た
決
断
は
と

て
も
重
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

５
月
22
日
に
開
か
れ
た
臨
時

市
議
会
に
お
い
て
、
野
田
小
学

校
と
栄
小
学
校
の
屋
内
運
動
場

改
築
工
事
の
請
負
契
約
が
採
択

さ
れ
、
７
月
か
ら
工
事
を
着
工

す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
６
月

５
日
に
開
会
す
る
定
例
市
議
会

に
は
、（
仮
称
）
合
併
記
念
公
園

の
整
備
工
事
請
負
契
約
に
関
す

る
議
案
を
提
出
予
定
で
あ
り
、

採
択
い
た
だ
け
れ
ば
、
文
字
通

り
市
制
施
行
10
周
年
の
節
目
の

年
に
完
成
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。
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潮
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飛
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仁
美
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か
り
の
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の
子
に
い
と
お
し
む
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か
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の
葉
散
れ
る

 

内　

山　
　
　

久
古
美
智
子

新
緑
の
林
の
中
よ
り
鶯
の
谷
渡
り
と
ふ
歩
を
と
め
聞
き
入
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の
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綿
毛
の
風
来
れ
ば
水
の
満
ち
た
る
田
の
上
を
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す
靄
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そ
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中
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鉄
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を
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小
川
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子

子
供
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あ
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縁
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児童手当現況届 ／
子育て世帯臨時特例給付金
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八
日
市
場
東
照
宮
例
大
祭
の
神
輿
渡
御
（
５
月
17
日
）

　

今
年
は
徳
川
家
康
の
４
０
０
回

忌
を
迎
え
、
日
光
東
照
宮
（
栃
木

県
日
光
市
）
で
は
そ
の
遺
徳
を
た

た
え
「
四
百
年
式
年
大
祭
」
の
行

事
が
５
月
か
ら
秋
に
か
け
て
催
さ

れ
る
と
い
い
ま
す
。

　

家
康
の
遺
骸
は
亡
く
な
っ
た
翌

１
６
１
７
年
に
久
能
山
（
静
岡
市
）

か
ら
日
光
に
遷
さ
れ
、
東
照
大
権

現
と
し
て
ま
つ
ら
れ
ま
し
た
。
全

国
に
ま
つ
ら
れ
る
東
照
宮
は
、
徳

川
家
に
関
係
す
る
大
名
な
ど
が

競
っ
て
建
立
し
、
現
在
５
０
０
社

を
超
え
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
中
央
地
区
万
町
の
八

日
市
場
東
照
宮
と
飯
倉
区
（
豊
栄

地
区
）
に
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

１
６
１
４
年
正
月
に
徳
川
家
康

が
九
十
九
里
地
方
で
タ

カ
狩
り
を
し
た
と
き
、

タ
カ
が
行
方
不
明
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

八
日
市
場
村
医
王
寺
の

僧
が
祈
祷
し
た
と
こ
ろ

境
内
の
松
に
降
り
て
止

ま
っ
た
の
で
こ
の
松
を

「
御
鷹
松
」
と
呼
び
、
同

寺
の
僧
は
こ
の
松
の
根

元
に
石
の
祠
を
ま
つ
り

東
照
大
権
現
と
し
た
こ

と
が
由
来
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

１
６
６
９
年
に
八
日

市
場
村
の
旗
本
稲
垣
氏

が
領
地
の
一
部
を
東
照

大
権
現
に
寄
進
し
た
と

さ
れ
ま
す
。

当
時
同
村
は
４
人
の
旗
本
が
分
割

支
配
し
、
稲
垣
氏
は
１
６
３
５
年

ご
ろ
に
領
主
と
な
っ
て
い
る
の
で

こ
の
頃
に
ま
つ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

江
戸
時
代
は
医
王
寺
（
現
在
は
廃

寺
）
が
管
理
し
、
明
治
に
な
っ
て

東
照
大
権
現
か
ら
東
照
宮
に
改
称

さ
れ
ま
し
た
。

　

飯
倉
の
東
照
宮
は
、
１
８
４
４

年
に
同
村
の
中
貫
集
落
の
人
た
ち

が
石
の
祠
を
ま
つ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
由
来
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
『
房
総
の
東
照
宮
』
に
よ
る
と
、

平
成
９
年
時
点
で
、
県
内
で
40
社

が
ま
つ
ら
れ
、
単
独
の
も
の
は
旧

八
日
市
場
市
の
２
社
を
含
め
11
社

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
に
日

光
東
照
宮
に
本
部
を
置
く
「
全
国

東
照
宮
連
合
会
」
が
結
成
さ
れ
、

現
在
47
社
が
加
盟
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

八
日
市
場
東
照
宮
は
、
平
成
３

年
に
市
都
市
計
画
道
路
の
拡
張
に

よ
り
現
在
地
に
移
転
し
、
県
内
で

は
唯
一
こ
の
連
合
会
に
加
盟
し
て

い
ま
す
。

　

八
日
市
場
東
照
宮
で
は
毎
年
５

月
に
例
大
祭
を
催
し
、
神
輿
渡
御

は
初
夏
の
風
物
詩
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

（
元
市
職
員
・
依
知
川
雅
一
）
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よ

燕
の
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待
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峻

夢
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画
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身
に
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櫻
井
富
実
雄

ジ
ャ
ム
の
フ
タ
孫
の
手
を
借
り
開
く
甘
さ 
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松
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敏
昭

梅
雨
寒
に
肩
腰
痛
が
ぶ
り
返
し 

八
日
市
場
ホ　

大
木
波
津
恵

乾
燥
機
フ
ル
回
転
の
梅
雨
最
中 

八
日
市
場
イ　

常
世
田
や
す
子

梅
雨
晴
れ
間
雨
具
忘
れ
る
い
い
天
気 

八
日
市
場
ホ　

菱
木　

静
枝

梅
雨
晴
れ
間
洗
濯
物
が
風
に
揺
れ 

木　

積　
　
　

佐
久
間
美
智
子

子
等
が
来
る
梅
雨
の
晴
れ
間
に
布
団
干
し 

飯　

高　
　
　

林　

サ
ダ
子

梅
雨
寒
に
仕
舞
え
ぬ
炬
燵
老
い
を
知
り 

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

梅
雨
明
け
の
陽
射
し
厳
し
く
熱
帯
夜 

飯　

塚　
　
　

鈴
木
ツ
ネ
子

女
児
三
歳
喋
る
走
る
と
忙
し
い 

栢　

田　
　
　

石
田　
　

津
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